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億円経営構造対策 事 業 名 事 業 区 間 総事業費 約 1
事業種目 事業

億円経営構造対策事業 畑・野尻地区 －内用地補償費

着工予定 完成予定事業採択
所 在 地 年 度 年 度予定年度

6 6 6出石郡但東町畑 Ｈ１ Ｈ１ Ｈ１

事 業 目 的 事 業 内 容

（パイプハウス）①複合経営促進施設
棟 ㎡畑・野尻地区は水稲中心の営農が営まれている 75 31,500

(国 ､県 ､ 地元 )が、地域の特性を生かした農作物の産地化（小松 50% 0% 50%
事業主体：ＪＡたじま菜等軟弱野菜）を進めるため、但東町及びＪＡた

じま・ 有）夢大地が連携し、園芸施設の導入を ②用排水整備（
図ることにより、農業経営の安定・確保、及び野 給排水整備 １式

(国 ､県 ､ 地元 )菜産地化を進め、担い手となる経営体の確保・育 50% 17% 33%
事業主体： 有）夢大地成を図る。 （

（作業棟）③農畜産物集出荷貯蔵施設
１棟 ㎡360
(国 ､県 ､地元 )事業主体：ＪＡたじま 50% 8% 42%
事業主体： 有）夢大地（有）夢大地 （

評価視点 評価結果の説明

( )必要性 畑・野尻地域は、稲作単作地帯で、少量のピーマン、キャベツ等が生産1
されているが、地域農業発展のため、

ＪＡたじまは、①特産物づくりと産地化の推進、②土づくり、減農薬
を基本とした安全な農産物づくり③ハウス事業による団地化の推進
但東町は①地域の認定農業者等の育成と軟弱野菜の産地化

、 。を目標に 農業施策の展開を行っている

上記目標達成のためには、生産環境制御、病害虫の防止が容易で高品質
な野菜が安定生産でき、農業経営の安定、地域での雇用創出が可能となる
複合経営促進施設を導入する必要がある。
関係農業者の意欲（豊岡市において施設栽培技術を習得）は高く、本年

３月に「①安全安心農産物の生産（ひょうご安心ブランドの取得）②高齢
者・女性の雇用創出③地元農業青年の育成」をテーマに農業生産法人を設
立した。

( )有効性・効率性 ・事業実施により次の効果が期待できる。2

１５７ の増 ・３２百万円 年の所得増①農産物作付け増： . ha /
②認定農業者の育成：現況０人→目標１５人
③新たな雇用の創出：１５人

・費用便益比： Ｂ／Ｃ＝１．３１

( )環境適合性 ・有機栽培・ひょうご安心ブランドの取得を基本とした安全で安心できる3
新鮮な農産物の生産を目指し、周辺環境への負荷を軽減する。

( )優先性 畑・野尻地域農業の維持発展を図るため、農業生産法人（認定農業者を4
中心に地域の新規就農者等１５名）を設立し、用地は確保( )済みで8.3ha
地元協力体制も整っている。


